
特集 一斉に迫る建替の時期

　市
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
あ
る
公
共
施
設
。

　合
併
後
に
整
備
し
た
新
し
い
施
設
、
大
切
な
文
化
施
設
、
老

朽
化
が
進
み
改
修
や
建
替
が
必
要
な
施
設
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
中
に
は
皆
さ
ん
の
需
要
（
ニ
ー
ズ
）
に
合
わ
な
く
な
っ
て

い
る
施
設
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　今
号
で
は
、
公
共
施
設
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
何
が

課
題
に
な
っ
て
い
る
の
か
を
知
り
、
こ
れ
か
ら
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
考
え
ま
す
。
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今
年
1
月
現
在
で
4
万
6
千
人
の
人
口

は
、
2
0
4
0
年
に
は
2
万
8
千
人
に
な

る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
人
口
の
減
少
は

施
設
利
用
者
の
減
少
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
や
高
齢
化
が
進
む
こ
と

に
よ
り
、
必
要
な
施
設
の
種
類
や
サ
ー
ビ

ス
な
ど
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
て
い
き
ま
す
。

公共施設の未来を考える

　
市
に
は
、
学
校
、
市
役
所
、
体
育
館
な

ど
約
4
5
0
の
公
共
施
設
が
あ
り
ま
す
。

　
施
設
区
分
別
の
面
積
を
見
る
と
、
学
校

が
36
％
で
最
も
大
き
く
、市
民
文
化
施
設
、

庁
舎
と
続
き
ま
す
。

　
総
面
積
は
約
30
万
㎡
（
30
　

ha
）
で
市

民
1
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
6
・
3
㎡

と
な
り
、
全
国
平
均
3
・
2
㎡
を
大
き
く

上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
く
の
施
設
で
老
朽
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。

施
設
の
現
状

人
口
が
減
少
し
、

　
　ニ
ー
ズ
が
変
化
し
ま
す

chapter1

公共施設を取り巻く現状と課題

湯沢市の

　　　状況は？
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■グラフ①建築年度ごとの面積推移

■グラフ②人口推計

出展：国立社会保障・人口問題研究所
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2,117

11.7％

48.1％

0～14歳 15～64歳 65歳以上 高齢化率

人口が減ると、施設を

利用する人も減ってい

きそうだね

一斉に改修や建替なんて

できるのかな？

S45 ～ S59までの間に

建てられた公共施設の

面積の合計は

全体のおよそ4割

老朽化が進む公共施設
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今
あ
る
施
設
を
全
て
建
替
や
大
規
模
改
修
し

た
場
合
の
費
用
を
試
算
し
た
と
こ
ろ
、
1
年
当

た
り
30
・
3
億
円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
市
が

こ
れ
ま
で
更
新
に
使
っ
て
き
た
費
用
は
1
年
当

た
り
16
・
7
億
円
で
す
の
で
、
全
て
残
す
た
め

に
は
、
現
在
の
2
倍
近
い
費
用
（
市
民
1
人
あ

た
り
年
間
4
万
円
の
追
加
負
担
）
が
必
要
に
な

る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
市
全
体
の
財
政
状
況
を
見
る
と
、
市

税
や
国
か
ら
の
仕
送
り
（
地
方
交
付
税
）
な
ど

の
収
入
は
減
っ
て
い
く
一
方
で
、
社
会
保
障
費

や
借
金
の
返
済
（
公
債
費
）
な
ど
の
支
出
は
増

え
て
い
く
と
見
込
ま
れ
、
財
政
状
況
は
厳
し
さ

を
増
し
て
い
き
ま
す
。

改
修
や
建
替
を
す
る
に
は
多
く
の
お
金
が
必
要
で
す

　
つ
ま
り
、
全
て
の
施
設
を
今
の
ま
ま
残
す
こ

と
は
、「
非
常
に
難
し
い
」
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

同
じ
よ
う
な
施
設
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

　
　し
か
も
十
分
に
使
い
切
れ
て
い
な
い

施
設
が
あ
り
ま
す

　
こ
れ
ま
で
は
、施
設
を
建
設
す
る
と
き
、目
的
別
、

対
象
者
別
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
を
整
備
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
で

き
る
施
設
は
た
く
さ
ん
設
置
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

各
施
設
の
利
用
状
況
を
見
て
み
る
と
、
ほ
と
ん
ど

の
施
設
で
利
用
率
が
3
割
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
建
設
当
初
は
必
要
性
の
高
い
施
設
で
し

た
が
、
現
在
は
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
当
時
の
目

的
と
は
異
な
っ
た
使
い
方
を
し
て
い
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
ほ
か
）

お金が足りないとすれば、

本当に必要な施設を選んで

いくことが大事になるね

16.7億円

30.3億円

施設の更新に使える金額
（過去の実績より）
1年当たり

1年当たり

（既存の施設をそのまま更新する場合）
今後、施設の更新に必要な金額

13.6億円が不足！
1年当たり

このままでは、施設の更新に
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これまでの更新費用 今後の更新費用

平成28年度以降40年間で必要な費用1,214億円（1年平均30.3億円）

1割未満

30％

1割代

33％

2割代

19％

3割代

9％

4割代～ 5割代

7％

6割以上

2％

82％の施設が、利用率3割未満

■グラフ③更新（改修・建替）に必要な費用の推計

■グラフ④利用率調べ

過去の平均

今後の平均
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こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
を
踏
ま
え
、

市
で
は
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
公
共
施
設
の
見

直
し
に
よ
る
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
そ
の
基
本
方
針
（
湯
沢
市
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
）
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
公
共
施
設
の
未
来
を
考
え
る
と
き
、
単

に
特
定
の
施
設
を
「
存
続
」
す
る
か
「
廃

止
」
す
る
か
を
決
め
、
や
み
く
も
に
施
設

の
数
を
減
ら
す
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

将
来
の
ま
ち
の
「
あ
る
べ
き
姿
」
を
考
え
、

地
域
性
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上

で
、
公
共
施
設
全
体
を
ど
う
し
て
い
く
か

と
い
う
視
点
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
次
の
考
え
方
を
基
本
と

し
て
、
施
設
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大
限
に
活
用
し
ま
す

施
設
の
整
備
や
管
理
運
営
、
余
剰
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
な
ど
、
民

間
と
協
力
し
て
行
う
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
た
り
、
経

費
を
節
約
で
き
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
民
間
活
用
を
積
極
的
に

進
め
ま
す
。

地
域
全
体
を
見
渡
し
て
、

施
設
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
に
、

配
置
の
あ
り
方
を
検
討
し
ま
す

地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
個
々
の
施
設
を
「
点
」
で
見
る
の
で

は
な
く
、
地
域
全
体
を
「
面
的
」
に
見
て
、
類
似
の
施
設
や
機

能
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
内
容
な
ど
を
点
検
し
、
施
設
が
有
効

に
使
わ
れ
る
よ
う
に
見
直
し
ま
す
。

施
設
は
見
直
し
て
も
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
、

代
替
案
を
確
保
し
ま
す

「
施
設
」
は
見
直
し
て
も
、
施
設
の
中
で
行
っ
て
い
る
「
サ
ー
ビ

ス
（
機
能
）」
の
低
下
が
な
い
よ
う
に
、
他
の
施
設
で
実
施
す
る

な
ど
、
代
替
案
を
確
保
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
配
置
や
数
量
を
、

身
の
丈
に
合
っ
た
状
態
に
見
直
し
ま
す

他
施
設
と
の
複
合
化
な
ど
新
た
な
手
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、

施
設
の
配
置
や
数
量
を
適
正
な
状
態
に
し
て
財
政
負
担
を
縮
減

し
ま
す
。

今ある公共施設を全て残すことは非常に難しい状況です

借金をして施設を整備することは可能ですが、

その負担を子や孫など将来世代に残すことになります

今ある公共施設を将来にわたって残す場合、

市の他のサービス（公共施設以外の行政サービス）の
維持・向上にも影響が及びます

chapter2

施設再編の考え方

これから

　どうするの？

公共施設の未来を考える

こ
こ
ま
で
の
ま
と
め
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湯沢公共センター

湯沢公共センター

　民間企業等の施設を活用したり、民間企業等と共同で施設
を整備することで、市の公共施設をスリムにしながら必要な
サービスを提供できる場合があります。

▶公共施設の量を削減　　▶コストの削減（建設・運営等）

▶色々な機能が集まって利便性が向上

▶民間のノウハウでサービス向上

▶地域づくりの拠点性を高めてコミュニティの活性化

▶公共施設の量を削減

▶世代間交流の促進

▶色々な機能が集まって利便性が向上

▶見守りによる児童の防犯効果　など

　施設をスリム化しながら市民の利便性を向上させる方法と
して、これまで別々にあった機能を１つの建物にまとめる「複
合化」があります。例えば学校に他施設の機能を集めること
で、右記のような効果が期待できます。

chapter3

どういう

方法があるの？

1進 事 例先

複合化（機能の合体）

全国にはさまざまな先進事例があり
ます。その一例を紹介します。

2進 事 例先

イメージ

複合化のイメージ

民間企業や国・県との連携（PPP）

この建物もそろそ

ろ建て替えないと

いけないわね。

でも、いつまで必

要かなあ・・・

必要かわからない

施設をずっと抱え

込んでいく心配が

なくて良かったわ。

民間などの施設を借上げて

公共施設を整備

こんなメリットも！

管理業務も民間に任せることが可能！
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　今後は、個別施設の方向性を示す「湯沢市公共施設再編計画（仮
称）」を平成31年度末までに策定する予定です。検討に当たっては、
さまざまな立場や世代、地域のかたがたからご意見を伺うことが
重要と考えています。このため、普段から公共施設を利用してい
るかたがたはもちろんのこと、これまでほとんど利用したことが
ないかたがたの意見もバランスよく伺います。

※検討状況により、今後変更する場合があります

おおまかな流れ

公共施設の未来を考える

chapter4

具体的には

　何をするの？

市民の皆さんのご意見を伺いながら、
　　　　　具体的な再編計画を作ります

■集会施設やスポーツ施設を一度も利用したことのない市民…４割
　（H28 公共施設に関するアンケート調査）

■集会施設の維持管理経費のうち、利用者負担…1割未満
　（H29 施設評価結果）

経費の9割は、利用していない方を含めた
皆さんの税金で運営されています。

検　討 立　案（中間案）

市民意見交換会、若者・女

性が輝くまちづくり協議

会、アンケート、市民討議

会、外部検討委員会ほか

公共施設再編計画（中間案）

の公表

見直し

意見交換会、パブリックコ

メントなどを通して計画を

見直し

策　定

公共施設再編計画の策定・

公表

評価・分析

H29 H30 H31
施設の目的、利用状況、経

過年数、コストなどを調査

本特集記事と意見交換会についての問い合わせは企画課企画政策班まで（☎73-2113）

　公共施設の現状や課題、市の考え方などをお伝え
するとともに、市民の皆さんの率直なご意見を伺う
ため、意見交換会を開催します。どなたでも参加で
きますので、ぜひとも会場にお越しください。意見交換会を開催します

みんなで考えよう！公共施設の未来！！

※所要時間を１時間 30 分程度と想定しています。
※原則として地区別の開催となりますが、ご都合が悪い場合は別の会場にお越しいただくことも可能です。

日　　時 会　　場 地 域 名 対象地区

5月10日（木）午後6時30分～ サンチェリー湯沢　研修室 湯沢 山田、三関、須川、高松

5月11日（金）午後6時30分～ 雄勝文化会館オービオン　視聴覚ホール 雄勝 院内、横堀、秋ノ宮、小野

5月17日（木）午後6時30分～ 皆瀬総合支所　2階会議室B・C 皆瀬 皆瀬

5月18日（金）午後6時30分～ 稲川生涯学習センター　視聴覚研修室 稲川 稲庭、三梨、川連、駒形

5月24日（木）午後6時30分～ 湯沢雄勝広域交流センター　第1研修室 湯沢
湯沢（湯沢南中学校区）

※三関、須川、高松は5月10日

5月25日（金）午後6時30分～ 湯沢雄勝広域交流センター　第1研修室 湯沢 湯沢（湯沢北中学校区）
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